第４回5/1,5/13の講義に関する質問・意見と回答

－質問はできるだけ授業中か授業後に直接どうぞ。

(5/1)

＊恐竜の絶滅したときの隕石の直径が約10kmとのことですが、今後、そのような巨大隕石が地球に直撃する可能性はどのくらいあるのですか？

　確率はゼロではないのですが、かなり低いです。現在、スペースガード協会が監視を続けています。以下を参照。http://www.spaceguard.or.jp/ja/index.html
　地球史的には、3000万年に１回くらいの割合で、大量絶滅を引き起こす隕石衝突があったといわれています。

＊化石はすでに多数発掘されていますが、近未来になくなってしまう可能性はありますか？

　いや、それはないでしょう。特定の地層に関しては保護しないといけない場合がありますが、人間が掘っている量は、地球全体からすると大したことはないです。いまも地球のどこかで化石はつくられつつあるわけですし。

＊今の時点での最新のアノマロカリスのCG画像はありますか？

いや、知りません。あれば僕も授業で使いたいです。ディスカバリーチャンネルやBBC制作の番組はチェックしているのですが。

＊東京周辺で化石がとれるところはどこですか？

　とりあえず、宿河原堰下流側の多摩川河原で、第四紀の貝化石が少し採集できます。あとは五日市とか、奥多摩で、古い時代の化石が採集できるのですが、素人には難しいかもしれない。後期の地学実験で採集させることを考えていますが。

＊日本最古の生物（化石）はどのくらい前のどんな生物で、どこで発見されたものですか？

　一応、僕の知っている公式見解としては、岐阜県上宝村福地で採集された、貝形虫という、カイミジンコの仲間の化石で、約４億8000万年前、古生代オルドヴィス紀のものだといわれています。他に、高知県横倉山の放散虫などの化石でもオルドヴィス紀のものがあるといわれています。たしか。

＊なぜ先生は○○先生が苦手なんですか？

　まあ、半分はネタなんですが…。ヘビとカエルの関係ですかね。

＊バージェス頁岩などは素人でも見に行けるのですか？

　バージェス頁岩に関しては無理ですね。氷河地形の山腹で、夏場にヘリで人員や物資を輸送して調査します。行くだけでたいへんですし、許可が必要です。我々でも難しいでしょう。同じ時代の地層であれば、中国雲南省の昆明の近くで、澄江動物群と呼ばれる、ほぼ同じ時代の化石を含む地層がありますが、ここならまだ可能性があるかもしれません。いずれにせよ、素人には無理かな。

＊動植物が成長するときに体細胞分裂をしているということは、自分たちの体はバクテリアの集合体と言えるのでしょうか？

　それ以前に、原核生物と真核生物の違いがあるので、言えません。人間の体は、非常に機能分化した細胞の集合体ですので、１個で完結している単細胞生物の分裂とは、そもそも比較できないでしょう。

＊人間も少しずつ進化したり退化したりしているのだろうか？

　変化は常に起こっていますが、人間の場合、適者生存、自然選択というのとは違うので、進化の議論をするのはちょっと難しいです。生活環境の変化による体格の変化などは、戦後日本でも明らかにあるわけなんですが。

＊現在は何種類くらいの生物がいるのですか

　わかっている範囲で、2000万種とか3000万種くらい、数千万のオーダーだったと思います。

＊バージェス頁岩はなぜあのような割れ方をするのか？

　層理といいますが、粒子の大きさが同じ堆積面内でそろっていて、上下方向には変化があると、こういう割れ方をする場合があります。例えば粘土質～砂質の粒子でできた地層があって、砂質部分は割れにくくて、粘土質のところがぱりぱり割れやすくなっているとすると、それが面的に広がっているので、同じ面で割れやすくなるわけです。それで、薄く剥がれるようになります。

＊なぜカンブリア紀最強のアノマロカリスは子孫を残すことができなかったのですか？
どんな生物でも、生物界の進化がある限り、あるひとつの種が永遠に存続することはできないと思います。たまたま、カンブリア紀以降の生態系にアノマロカリスは残らなかったわけですが、その理由はわかりません。たぶん本当のところは永遠にわからない。それでも、2000万年も繁栄すれば、充分成功した生物であろうと言えます。例えば、肉食恐竜の進化でもわかるように、とりわけ捕食者は進化による入れ替わりが激しいので、よく生き延びた方だと言えるのではないでしょうか。化石に残るだけでも相当の数が生息していたことが伺えます。

＊アノマロカリスがあのような奇妙な体になったことに理由が存在すると思うのですが、なぜなのでしょう？

節足動物のかたちは、固い殻を持つことと、可動性の確保による運動能力を両立させた結果なのだと思います。遊泳能力が重要だったということでしょうか。アノマロカリスの祖先形の化石が出れば、進化の方向性がはっきり見えるようになるのですが、まだよくわかっていません。

＊今後、人間はどのようなかたちに進化していくのでしょうか（同様２通）

人間は、この形からそう変わらないのではないでしょうか。生物学的な進化によって環境に適応するのではなく、自ら環境を自分に都合のよいようにつくりかえ、衣服や住居により居心地よい生活を手に入れてしまったわけで、いまさら寒いから毛むくじゃらになる、というような進化はあり得ないのではないかと思います。それと、数が増えすぎて、交通の発達で交流が多いので、隔離による特殊化も起きにくいですね。まあ、想像できる未来の範囲では多少の体格の変化はあっても、このままでしょう。

＊大がかりな土砂崩れの原因はわかっているのか？

砂とか泥といった堆積物は、陸に近いところ、河口付近などの浅い海底にいったんたまりますが、地盤の隆起や沈降、地震といった変動の多いところでは特に、そうやって一度たまった堆積物が、積み重なりすぎて不安定になり、崩れて、より深い海底に時々流れ込んで、低いところを埋め立てていくようなことを周期的に起こします。そういう現象を海底乱泥流といいますが、いまの地球でも世界中あちこちの海底で起こっていることが確認されています。バージェス頁岩をつくった土砂崩れも、そういった海底乱泥流であると考えられています。

意見

＊北海道でもなまってない人はなまっていません。

　気に障ったのならすみません。僕もふだんはなまっていませんが、常磐線に乗ると茨城弁モードに切り替わります。ふとしたきっかけで、アクセントや語尾などに、地方の特徴が出てしまうことがあるということです。

＊

(5/13)

＊アノマロカリスのデザインが現在の生物に受け継がれなかった原因は、天敵がいなくて進化の必要がなかったからでしょうか？

　天敵がいないから進化の必要がないのでしょうか。食う食われる関係の、食う側にも競争はあって、より確実にえさを取る方が生き残る、ということはありますよね。少なくとも人類の出現から現在までよりも長期間繁栄したわけですから、成功したかたちであったわけで、現在に引き継がれなかったことは、そう大きな問題ではないと思います。
＊原核細胞の化石はどうやって見つけたのか？

　チャートというSiO2を主成分とする透明な堆積岩を、うすく磨いて顕微鏡で観察したら、けっこう化石が見つかることがわかって、そうやって探してみるとけっこう出てきたということのようです。
＊VTRの中で再現された生物には色が付いていましたが、実際の色はわからないのではないですか？

　わかりませんが、現在生きている近縁の生物の色や、生活形態を参考にして着色しているのだと思います。まあ、アノマロカリスやオパビニアは、フライにしたら赤くなると思いますけどね。
＊惑星に微惑星がぶつかったときに宇宙空間では音はでないですよね？

　その通りで、音をつけないように注文したのですが、音効さんとディレクターのこだわりで、音をつけられてしまいました。まあ、集音マイクは原始惑星上に設置してあったという設定で勘弁してください。
＊脊索と背骨の違いは？

　棒状のものが脊索で、それに切れ目が入って可動性を持ったものが脊椎です。背骨は脊椎をつくる脊椎骨です。
＊大昔の海も今の海と同じでしょっぱかったのか？

　海水の入れ物…熱水や地表風化で反応する岩石が同じなので、たぶん同じようにしょっぱかったでしょう。
＊アノマロカリス以外には他の大きな生物を食べる生物はいなかったのですか？

　よくわからないのですが、もう少し後の時代になると、ウミサソリといって現在のサソリの祖先が出てきます。大きいものでは全長３ｍとか４ｍもあるでかいやつで、海中で生活ししっぽは丸めずに後ろに延びています。
＊人間も頭ばっかり使っていると進化して頭が大きくなったりしますか？

　頭が大きくなる進化は、あごの退化に伴って進行しているという研究があります。カップラーメンばっかり食っていると、頭が大きくなるかもしれません。（半分嘘）
＊これから先、人間より進化した生物は出てくるのか？

　「人間より進化した」とは、何を基準にして判断するのですか？文明をつくる、という意味なら、人間に押さえられてしまうので難しいでしょうね。
＊人間の進化は生き残るためではなく豊かな生活をするためでは？

　それは生物学的な進化とは話が違いますよね。生活の向上と進化を一緒にされると困ります。
＊フライフィッシュの先祖がアノマロカリスだと考えられていますが本当ですか？

　何の話かわかりません。
＊恐竜の色も想像なんですか？

　一応、想像ですが、現在のトカゲやワニ、鳥類を参考にしていると思います。
＊この先また変な形に人は進化しますか？

　形態上はあまり変化しないんじゃないかな。ところで、変な形ってどういうものを指すのですか？
＊オパビニアの進化がもし現在まで続いているとしたらどんな生物が生まれていると思いますか？

　さあ、どうなんでしょう。われわれがオパビニアの系統の子孫だったら、こうやって回答を打ち込むのに、君たちの出席カードをゾウのような鼻でつかんでめくって、けっこう便利でしょうね。
＊目が５つある生物はどのくらい視野があったのでしょうか？

　たぶん上面の全方位をカバーしていたのではないですか？三葉虫の場合は、目の形から視野を復元した研究がありますが、非常に広いですね。
＊どうして化石ってうまく浮き出るのですか？どうやって削り出すのですか？

　バージェス頁岩の場合は、地層の間に化石をつくっていた生物の身体からできた、炭素の薄い膜ができていて、そこで剥がれやすくて、うまく浮き出るみたいです。ふつうは地層に型だけ残っていることが多くて、それは化石の表面で地層の粒子がそろえられるので、本体がなくなっても痕跡が残るということのようです。それに沿って剥がせばいいわけですよね。削り出すには歯科技工士の道具をよく使います。
＊なんでバージェス頁岩はうすくきれいに割れるのですか？

　１ページ目再下段の回答参照。
＊今回の化石ができた当時の陸というのはどのような状態だったのですか？

　一種の砂漠ですね。酸素は多くなっていたので、鉄分の酸化で赤茶けた岩山や砂丘が広がっていたことでしょう。
＊海の生物の化石が山の上にあったのは、他の考えとして、大洪水でもあったのではないですか？

　そういう大洪水があったとすれば、大洪水の痕跡が地層そのものに残りますよね。また、山の上まで水位が上がるための水は、どこからもってきて、どこに行ったのでしょう。基本的に高いところにあるものは位置エネルギーがあるわけで、非常に不安定なのです。もし本当に洪水があれば、わざわざ海中生物を高いところに地層として埋めるのではなく、全部洗い流して低いところに運び、埋め立てることでしょう。
＊エビやカニなどは原始的なデザインに近い生物なのですか？

　どうだろう。何をもって原始的とするのか、僕にはその基準がわかりません。

＊いま一番古い化石はどれくらい前の化石なんですか？

　34.6億年前の原核生物の化石が、オーストラリアと南アフリカから見つかっています。
＊今の生物が進化して、これから想像できないような形の生物が出てくることもありますかね？

　たぶん、進化は常に起きているので、あるでしょうね。茨城県自然博の特別展を見に行ってください。
＊カンブリア紀の動物が再現された絵などがたくさんのっている本があれば教えてください。

　リアルなもので良ければ、バージェス頁岩 化石図譜　A5／248ページ／2003年09月20日ISBN978-4-254-16245-5　C3044　定価5,670円（税込）D.E.G.ブリッグス 他著／大野照文 監訳／鈴木寿志 ・瀬戸口美恵子 ・山口啓子 訳　朝倉書店。あとは、澄江生物群化石図譜 ―カンブリア紀の爆発的進化―というのも出ています。
＊カンブリア紀から現代まで生き残ってきた生物はいるのですか？（２通）

　形がそっくりという意味では、シャミセンガイの仲間ですね。カイメンとか、クラゲもそうでしょうし、無脊椎動物のほとんどのグループがカンブリア紀には出現しています。
＊アノマロカリスや三葉虫の化石はいくらぐらいするのですか？

　ものによって、数百円から数百万円まで、いろいろです。気になるなら、来月の新宿での国際ミネラルフェアを見に行ってはいかがでしょう？僕は仕事で買い付けの手伝いに行きます。
＊化石の復元はできないのか？

　復元とはどういう意味ですか。ジュラシックパークのような話なら、まだですね。
＊恐竜の骨やら皮やらが化石になっているのを見ますが、化石の中の構成物質も「石」になっているのですか？

　はい、鉱物で置き換えられている場合もあり、型だけ残っている場合もあります。琥珀に閉じこめられたようなものは、石にはなっていないでしょうね。どうなっているのかな？？骨の場合、タンパク質であるコラーゲンなどはそのまま残っていることも多いようです。マンモスなど。４億年前の魚の化石からアミノ酸が抽出できたという報告もあります。すごいのは、2.5億年前の岩塩から好塩性バクテリアが生きたまま取り出されたという報告です。
＊地球のために人間は一度絶滅した方がよいと思うのは自分だけでしょうか？

　ちょっと共感しますけれど、人類が滅びようが、何しようが、地球はちっとも困らないでしょう。環境破壊で困るのは個体数の少ない稀少生物種と、人間自身ですよね。地球の自然は人間なしでうまくやっていけるので、我々は賢くみんなが幸せに生き延びる方策を探らなければいけない、と思います。
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